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2 北海道宏栄社

第26回第26回
おたる運河ロードレース大会おたる運河ロードレース大会

当日応援してくださった皆さんありがとうございました！！！当日応援してくださった皆さんありがとうございました！！！

６月15日（日）色内ふ頭公園大会会場にて運河ロードレースが開催されました。
種目はハーフ、10km、５kmの３つです！
北海道宏栄社からも４名が参加しました！
頑張った４名を紹介します

岡田　真信さん
出場種目　ハーフ

（意気込み）

　去年は10㎞で100

位だったので100位以

内には入ります！！

（結果）

　341名中194位

齊藤　　薫さん
出場種目　５km

（意気込み）

　去年の24位より上

位を目指します！頑張

ります！

（結果）

　97名中９位

先山　　蓮さん
出場種目　10km

（意気込み）

　絶対自信あります！

　10km完走できるよ

うに頑張ります!!

（結果）

　195名中148位

中根　洋一さん
出場種目　５km

（意気込み）

　30分以内には入り

ます！みなさんの応援

よろしくお願いします。

（結果）

　113名中76位
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（紙面担当／佐藤宏昭、打矢直美）

室井勝二さん・長谷川雅紀さん室井勝二さん・長谷川雅紀さん
第14回全国障害者スポーツ大会に出場決定!! 密着取材特集第14回全国障害者スポーツ大会に出場決定!! 密着取材特集
　昨年参加したフライングディスク大会の結果、11月１日（土）に長崎県で開催される第14回全国障害者スポー
ツ大会に北海道選手団派遣選手として室井勝二さんと長谷川雅紀さんが選出されました。
　この大会に向けて行われた５月24日（土）～５月26日（月）の江別市の道立野幌総合運動公園での合宿の様子
を密着取材しました。

合宿を終えた室井勝二さん（左）と長谷川雅紀さん（右）よりコメントをいただきました。

第１日目
13：00 開会式
 オリエンテーション
15：00 強化練習
16：30 休憩入浴
17：30 夕食
18：15 入浴

第２日目
 7：30 朝食
 8：00 準備
 9：00 強化練習
16：00 休憩入浴
17：30 夕食
18：15 入浴

第３日目
 8：00 準備
 9：00 強化練習
11：30 昼食
12：10 閉会式

合宿の日程

　精一杯がん
ばってきます！
できればメダル
をとりたいです。

　北海道の代表
として一生懸命
やります！ほか
の仲間の分まで
頑張ってこよう
と思います。

　合宿1日目。野幌総合運動公園に到着しての1枚で
す。後ろにある総合体育館内でこの後、監督、コー
チの挨拶と、合宿の流れについてオリエンテーショ
ンが行われました。

　合宿所の部屋での写真です。ここで3日間寝泊りを
しました。合宿所の施設には浴室もあり、選手のみ
なさん1日の汗を流して、ゆっくりとお湯に浸かり疲
れをいやしていました。

　合宿２日目。練習風
景です。監督やコーチ
の指導のもと準備体操
から始まり、ディスク
投げの練習を行いまし
た。

　強化練習が終わっての
お部屋での1枚です。全道
各地から選抜された選手
と切磋琢磨し充実した合
宿となりました。
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思いDEフォト
2014．２．９
新年会

思いDEフォト
2014．３．８
麻雀大会

思いDEフォト
2014．４．８
野球観戦
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（紙面担当／高田栄一郎）

思いDEフォト
2014．５．18
ガーデニングと
ジンギスカン



6 北海道宏栄社

北 海 道 宏 栄 社 自 治 会北 海 道 宏 栄 社 自 治 会
北海道宏栄社には、利用者で構成される『北海道宏栄社自治会』があります。

今回はこの『北海道宏栄社自治会』についてご紹介します。

　この他にも、青葉寮での自主的な啓発活動を行っております。
　以上のような活動を通して、利用者同士の交流を深める架け橋となっております。

【会　長】～梅本義昭
【役　員】～大森弥・梅田和宏・臼田尊範・斉藤智雪・網干一男・津田優子・林田知子
【会員数】～88名

自治会は、利用者同士の交流、親睦及び資質の向上を目的としています。
施設利用をしている利用者のために、様々な企画を考えております。

会員から納められた年3,600円の会費と施設からの助成金で運営されています。

会員の皆さんの意見交換の場として年１回開催され、役員の選出や会員からの要望の集約を行っ
ています。

④施設行事への参加　　クリスマス忘年会や新年会に参加し、楽しい時間を過ごしています。

③カラオケ大会　　毎月第４土曜日に多目的ホールで開催しています。
　会員の皆さんも気心の知れた仲で一緒に歌うことで、大変盛り上がっています。

スポーツ大会参加者への援助金、冠婚葬祭、入院見舞金、退所時餞別金など

目　　的

運　　営

総　　会

活動内容

給付事業

①自治会懇談会　　会員からの意見・要望等がでた都度、施設と自治会役員とで話し合いの場を設け、より良い環
境づくりにつながるよう取り組んでいます。

②自治会旅行　　２年に１度、北海道内で１泊旅行が実施されます。
　今年は、６月21日～22日に十勝の『サホロリゾート』へ行きました。
　今までも洞爺湖、登別、函館と色々な所へ行き、毎回多くの方が参加しています。

田知田知田知田田知田知子子子子子

まままます。す。す。

ららら 要要要要要望望望望望 集約集集約約を行を行行行
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（紙面担当／高田栄一郎、松本宏樹）

北海道宏栄社　虐待防止の取り組み北海道宏栄社　虐待防止の取り組み

●虐待防止対応規程制定

●虐待防止のための
　チェックシートの活用

●虐待防止委員会設置

●今後の取り組み

　平成26年１月21日の理事会、評議員会にて

承認をいただき、虐待防止対応規程を制定し

ました。その後、規程を全職員、嘱託、パー

ト、計120名に配布し、内容の説明をしました。

この規程は宏栄社のホームページにも掲載し

ています。（http://www.koueisya.or.jp）

　虐待防止のために、全職員、嘱託員、パー

トさんに虐待防止チェックシートを配布し、

記入していただきました。チェックシートを

集計した結果、日々疑問に思っていることや

改善点が見つかり、そのことについては虐待

防止委員会で検討、方針を決定し全職員に周

知しました。
　虐待防止委員会を2ヶ月に１回開催します。

また、虐待防止のために年2回チェックシー

トにより実態把握を行う他、研修も実施します。

　今年度の研修は事例によるグループワーク

を行います。

　虐待防止規程を基に虐待防止委員会を設置

しました。

委員長　　　常務理事　櫻庭　啓恭
　　　　　　（虐待防止対応責任者）

委　員　　　管理部長　武田　　守
　　　　　　（虐待防止受付担当者）

　　　　　　事業部長　小林　則忠

　　　　　　事 務 長　高橋　正則

　　　　　　課　　長　早坂　雅志

第三者委員　評 議 員　佐藤　利次

　　　　　　評 議 員　高木　成一

　日本財団の社会貢献自動販売機「夢の貯金箱」を設置し、協
力パートナー企業となりました。
　ジュース１本につき10円寄付ができる仕組みです。今後も
増設し、積極的に募金活動に協力をしていきます。
　なお、夢の貯金箱で寄付したお金は、「大切な命」をテーマ
に活動する優秀なNPOのプロジェクトに100%活用されてい
ます。

社会貢献自動販売機「夢の貯金箱」を設置しました。社会貢献自動販売機「夢の貯金箱」を設置しました。
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２月３日　節分

４月11日　花見

３月３日　ひなまつり

５月２日　節句

　北海道宏栄社の食事はシダックスフードサービス㈱さんが担当しており、利用されるみなさんがおいしくいただ
ける食事を提供しております。今回は２月～５月の各行事にちなんだ季節感あふれる企画メニューをご紹介いたし
ます。

　５月30日（金）にメニューを選択できるように選択食を用意しました。選択食のメニューは、みそ汁（ほうれん
草・たまねぎ）、ふろふき大根、絹さやのいそべ和えの３品に加えて、選択食としてソースカツ丼か赤魚の塩焼き
を選択しての昼食となりました。

○山菜稲荷
○みそ汁
○いわしのパン粉焼
き

○菜の花のお浸し
○節分豆

○おにぎり
○かぶら汁
○春キャベツの炒りシ
ューマイ

○鮭の唐揚げ甘酢あん
○ミネラルサラダ
○フルーツ

○さくらちらし寿司
○清し汁
○天ぷら盛り合わせ
○ウドとかまぼこの
和え物
○桜もち

○筍とアサリのちら
し寿司
○すまし汁
○ぶりの照り焼き
○根菜とキノコしん
じょう
○柏餅

ソースカツ丼 赤魚の塩焼き

選択食は初めての試みでした。感想を利用者さんたちに聞きました。
・味が良かった。ソースがもっとかかっていたらより美味しかった。
・美味しかった。食べれて大満足です。
・選択食はいい試みだった。美味しかったです。
・魚が好きだから選んで食べられて良かった。
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（紙面担当／佐藤宏昭、打矢直美）

三
みかみ

上　晃
こうじ 

司さん
　みんなと仲良く働けたら
いいと思っています。よろ
しくお願いします。
　趣味：野球観戦

相談支援員　丸
まるやま

山　勝
かつひろ

大
　何事にもチャレンジし一日
でも早く頼りがいのある職員
になれるよう頑張ります。よ
ろしくお願いします。
　趣味：ドライブ

生活支援員　永
ながい

井　美
みゆ

有
　４月から入社しました。ま
だまだ先輩方のようにはいき
ませんが、精一杯頑張りたい
です。よろしくお願いします。
　趣味：食べ歩き

松
まつした

下　正
まさき

喜さん
頑張ります！宜しくお願い
します。
　趣味：アニメグッズ集め

営業事務員　表
おもて

　　涼
りょうか

楓
　皆様に色々ご迷惑をお掛け
すると思いますが、一生懸命
頑張りますのでよろしくお願
いします！
　趣味：音楽鑑賞

倉
くらや

谷　広
ひろし

志さん
　久しぶりの宏栄社で楽し
くやっています。よろしく
お願いします。
　趣味：ボウリング　

新
あたらし　　

　　佑
ゆうや

哉さん
　お仕事頑張っています。
よろしくお願いします。
　趣味：日記を書く事

鈴
すずき

木　祥
よしたか

高さん
　一生懸命頑張りますので
よろしくお願いします！
　趣味：ドライブ

中
なかむら

村　和
かずみ

美さん
　久しぶりの仕事なので忙
しくしています。よろしく
お願いします。
　趣味：ＤＶＤ鑑賞

栄養士　新
にいの

野千
ちかこ

佳子
　３月から支援課にお世話に
なっております、新野です。
精一杯頑張りますのでよろし
くお願いします。
　趣味：映画鑑賞

佐
さとう

藤　理
りき

樹さん
　ピロ流しの作業をしてい
ます。テキパキと動けるよ
うに頑張ります！
　趣味：車の本を読む事。
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平成26年度　事業計画
Ⅰ　法人の運営管理

１　社会福祉法人としての自覚とサービスの向上を図る
２　法人組織の安定化を推進する
３　人材の育成を推進する

Ⅱ　福祉事業

１　利用者支援について
①　入所サービス
　平成26年度より障害の程度に加え、支援の必
要度も加味した「障害支援区分」に変更となり、
知的障がい者が入所サービスを利用しやすくな
りました。今後は研修などに参加し、知的障が
い者の受入態勢を促進して利用増を図っていき
ます。

②　通所サービス
　就労移行支援事業については、個々の特性に
よりマッチした就労が実現できるよう支援して
いきます。
　就労継続支援事業については、依然として
ニーズが高いため、受入態勢の整備を図り、利
用ニーズに応えるよう進めていきます。

②　相談支援事業
　障害福祉サービスを利用する際の拠点となる
業務のため、相談支援専門員と相談支援員で、
地域の障がい者のあらゆる相談ニーズに対応で
きるよう取り組んでいきます。

２　支援体制の再構築
　積極的に研修に参加させる等支援態勢の構築を図
り、利用者へのサービス質の低下が起きないように
取り組んで行きます。

３　健康管理について
　昨年同様、消毒や手洗い、マスクの着用の徹底や
定期健康診断を通して、生活習慣病に対する対応や
疾病の早期発見に努めます。
　また、利用者への研修活動として昨年に引き続き
糖尿病予防に関する研修も企画します。

４　給食サービスについて
　給食アンケートの実施や行事食の工夫を行う他
に、今年からは新たに選択食を取り入れ、少しでも
利用者の食生活の向上が図れるよう取り組みたいと
思います。

Ⅲ　就労支援事業

１　売上目標
　平成25年度の実績を基に新規得意先や縮小等の
変動要因を加え、長引く不況の現状など今後の景気
動向を考慮し、前年実績に対し微増の目標を設定し
ました。

２　機械設備及び工事
工場棟屋上の防水改修工事

３　安全と衛生の徹底
①　工場内整備

　搬送用ワゴンを折り畳み式に入れ替え、搬送
時の事故を防ぐと共に、利用者の通行スペースの
安全確保に努めます。
　工場内掲示・表示の再検討や、確認の声かけ運
動を励行します。
　夏期の作業場の高温対策、 冬期の寒冷な作業
場の対策等、 利用者や従業員の健康管理に努め
ます。

②　自主検査の実施
　寝具工場における安全・安心確保のため、一般
細菌の自主検査を行っています。

③　労働災害の防止
　一層の安全確保のため、前年度に作成した工
場機械やカーゴテナー等の作業マニュアルを各
作業員に周知・徹底させます。



編 集 後 記

表紙の絵について
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（紙面担当／小林則忠、松本宏樹）

貸借対照表 平成26年３月31日現在（単位：円）

資 産 の 部 負債および純資産の部
Ⅰ　流動資産 345,901,340 Ⅰ　流動負債 45,758,643
Ⅱ　固定資産 1,457,525,741 Ⅱ　固定負債 0
　１　有形固定資産 1,455,010,986 Ⅲ　純資産 1,757,668,438
　２　無形固定資産 184,755 　１　国庫補助金等特別積立金等 366,827,390
　３　投資等 2,330,000 　２　次期繰越活動収支差額 1,390,841,048

（内、当期活動収支差額） ▲　33,013,571
合計 1,803,427,081 合計 1,803,427,081

事業活動収支計算書 平成25年４月１日～平成26年３月31日（単位：円）

科　　　目 金　額 科　　　目 金　額
Ⅰ　就労支援事業活動収支の部 Ⅲ　事業活動外収支の部
１　就労支援事業活動収入 706,910,005 １　事業活動外収入 34,343,105
２　就労支援事業活動支出 741,595,984 ２　事業活動外支出 31,060,000

（内、利用者工賃、賃金総額） （59,467,636） 事業活動外収支差額 3,283,105
就労支援事業活動収支差額 ▲　34,685,979 経常収支差額（Ⅰ+Ⅱ+Ⅲ） ▲　32,540,127

Ⅱ　福祉事業活動収支の部 Ⅳ　特別収支の部
１　福祉事業活動収入 252,344,550 １　特別収入 804,190
２　福祉事業活動支出 253,481,803 ２　特別支出 1,277,634

福祉事業活動収支差額 ▲　1,137,253 特別収支差額 ▲　473,444
当期活動収支差額（Ⅰ+Ⅱ+Ⅲ+Ⅳ） ▲　33,013,571
Ⅴ　繰越活動収支差額の部
１　前期繰越活動収支差額 1,423,854,619
２　当期末繰越活動収支差額 1,390,841,048

次期繰越活動収支差額 1,390,841,048

※利用者工賃の一人当り平均月額　→　約 55,996 円（利用者総数 116名）
　ホームページに掲載しておりますので、ご覧ください。

平成25年度　決算報告　社会福祉法人北海道宏栄社

　７月に入り小樽では港や運河で開催されるイベントが増えます。なかでも、「第48回おたる潮まつり」は、前身で
ある「みなと小樽商工観光まつり」を経て1967年に第１回が第３埠頭を会場として開催された歴史ある祭りなのです。
また、この祭りのメインイベントともいえるのが「潮ねりこみ」で小樽市内外の企業や団体、町内会などでチームを
結成し市街地を「おたる潮音頭」「潮おどり唄」に合わせ練り歩きます。参加人数は約６千人に上り、宏栄社からも利
用者さんが数名天神町会の一員として参加します。その活躍の様子を次号でお知らせできるよう私たち編集委員も意
気込んでいます。それでは、よい夏をお過ごしください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　【編集長：小林則忠】

＜作者紹介＞
　吉田きっこ氏
　札幌市生まれ。昭和43年から小樽市に在住。
　学生時代に趣味で油絵を始める。
　絵画グループには所属せず気の向くまま風景、静物、
人物を描いて楽しんでいる。
　昭和52年から小樽市花園でスナック「倖（したしみ）」
経営の傍ら、新日本海フェリー㈱のフェリーターミナル

内ギャラリーで個展を開催するなど現在も精力的に創作
活動を展開中。
 
＜作品紹介＞
　厳しく長い冬の眠りから目覚め、夏の観光客の賑わい
を待つ小樽運河です。遥か朝里の山々にはなごりの雪が
見られます。



各 施設のご案内
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施設の利用状況　（平成26年７月１日現在）
区　分 定　員

利用者数
男性 女性 合計

北海道
宏栄社
（入所）

施 設 入 所 支 援 54 38 10 48

日中
活動

生 活 介 護 54 32 8 40
就労継続支援　Ｂ型 15 6 2 8

宏 栄
セルプ
（通所）

就 労 移 行 支 援 10 5 3 8
就労継続支援　Ａ型 10 5 1 6
就労継続支援　Ｂ型 40 36 11 47

区　分 居室数 利用中 空室
宏 栄 社
福祉ホ－ム

単身用居室  ８室（ 8名） 8室 0室
夫婦用居室  ６室（ 12名） 6室 0室

※各施設をご利用希望の方は、お問い合わせください。

12 （印刷／編集協力）社会福祉法人 北海道リハビリー

社会福祉法人　北海道宏栄社
〒047－0011　 小樽市天神２丁目８番２号

電話代表 ☎ 0134－25－1551　FAX 0134－29－3284
営業直通 ☎ 0134－31－5625　FAX 0134－33－3178

ホ－ムペ－ジ　http://www.koueisya.or.jp/　メ－ルアドレス　selp@koueisya.or.jp
（営業時間）■平日■８：40～17：00　■土曜■８：40～14：50　■日曜■定休日

障害者支援施設

北 海 道 宏 栄 社
（定員54名）

　障がいのある方に、施設入所支援を提供しながら、日中活
動の場として生活介護事業（生産型）を提供する施設です。

●施設入所支援事業（定員54名）
快適な寮生活を提供します。施設内はバリアフリーで

居室はすべて個室です。入浴や食事も提供します。

●生活介護事業（定員54名）
日中活動の場として、軽作業等の生産活動の機会を提供

します。希望に応じて食事の提供も可能です。

●就労継続支援B型事業（定員15名）
一般就労が困難な方に、雇用契約は結ばず、自分の希望
や体調に合わせた就労支援を提供するサービスです。

☎ 0134－25－1551

障害福祉サ－ビス事業

宏栄セルプ
（定員60名）

　障がいのある方に、自宅などから通っていただき、就労に
向けてのサ－ビスを提供する施設です。

●就労移行支援事業（定員10名）
一般の会社に就労を希望する方が、おおよそ2年間、施設

内での作業訓練や事業所での実習を行うサ－ビスです。

●就労継続支援Ａ型事業（定員10名）
障がいが理由で一般就労が困難な65歳未満の方に、施設

との雇用契約に基づく就労支援を提供するサ－ビスです。

●就労継続支援Ｂ型事業（定員40名）
一般就労が困難な方に、雇用契約は結ばず、自分の希望
や体調に合わせた就労支援を提供するサ－ビスです。

☎ 0134－25－1551
相談支援事業所

あ　お　ば
　在宅の障がいのある方の生活上の困りごとや障がいに
ついての質問、福祉サービスの利用について相談を受け
る事業所です。
●一般相談支援事業　●特定相談支援事業　●障害児相談支援事業

☎ 0134－27－4722
 FAX 0134－33－1131

福祉ホ－ム

宏栄社福祉ホ－ム
（居室数14室・定員20名）

　障がいのある方に、バリアフリ－対応の居室を
提供します。単身用と夫婦用の居室があります。

☎ 0134－24－7551


